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岩 木 山 を考 える会

会 長 代 行 小 堀 英 憲

第 3 回岩木山講座「岩木山北麓の神社と石神信仰地を巡る」

好 評 だった昨 年 の「岩 木 山 麓 の 遺 跡 巡 り」を更 に深 める機 会 にしたいと思 います。岩 鬼 山

神 社 、十 腰 内 山 神 堂 下 の石 碑 群 、石 上 神 社 （上 建 石 ）、鬼 神 神 社 （刀 鍛 冶 伝 説 の小 屋 敷 ・

湯 舟 を車 中 見 学 ）、鰺 ヶ沢 ・海 の駅 「わんど」（昼 食 ）、床 舞 八 幡 宮 、森 田 歴 史 民 俗 資 料 館 、

久 順 志 神 社 （森 田 ）、妙 堂 崎 のトドロッポ（トドマツ）を訪 ねる予 定 です。案 内 は福 士 寿 一 先 生

が担 当 します。

日 時 ： 9 月 13 日 （日 ）8 時 ～16 時

集 合 場 所 ： コープ青 森 駐 車 場 （8 時 に出 発 できるよう集 合 ください。）

参 加 費 ： 500 円 （マイクロバス代 、資 料 代 、保 険 料 、入 館 料 ）

持 ち物 等 ： 歩 きやすい履 物 、昼 食 （食 堂 あります）、雨 具 ※雨 天 決 行

募 集 人 員 ： 先 着 25 名

申 込 先 ： 藤 原 裕 貴 子 （℡0172－33－5360 ）

締 切 日 ： 9 月 7 日 （日 ）（募 集 人 員 を超 えた場 合 はその時 点 で）

第 4 回岩木山講座

「梵珠山中腹から岩木山を眺める～紅葉とキノコ汁～」

紅 葉 が始 まる梵 珠 山 中 腹 （岩 木 山 展 望 所 ）から岩 木 山 を眺 め、ミズバショウの道 へ下 って日

本 一 のブナ巨 木 （幹 周 8.62m）を観 察 します。

下 山 後 は秋 の味 覚 、キノコ汁 を味 わう企 画 です。心 地 よい散 策 と味 覚 の観 察 会 に、ご参 加

ください。

日 時 ： 10 月 18 日 （日 ）

集 合 場 所 ： 県 民 の森 梵 珠 山 ふれあい センター手 前 の駐 車 場

参 加 費 ： 500 円 （保 険 料 ・材 料 費 ）

持 ち物 等 ： 雨 具 ・防 寒 具 ・登 山 靴 または長 靴 ・昼 食 、必 要 に応 じ飲 料 水

募 集 人 員 ： 先 着 25 名

責 任 者 及 び申 込 先 ： 竹 谷 清 光 （TEL0172-36-6686 17 時 ～21 時 ）

締 切 日 ： 10 月 13 日 （火 ）21 時
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第３６回東北自然保護のつどいのご案内

テーマ：「原 発 事 故 に伴 う放 射 能 汚 染 と再 生 可 能 エネルギー開 発 を考 える」

（呼 び掛 け文 より）

２０１１年 ３月 １１日 に発 生 した東 日 本 大 震 災 は東 北 地 方 太 平 洋 沿 岸 部 に甚 大 な被 害 を及

ぼしました。１万 ９千 人 を超 える尊 い人 命 を奪 い、穏 やかな山 漁 村 を一 変 させてしまいました。さ

らに、福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 の爆 発 事 故 は広 範 囲 な放 射 能 汚 染 を招 き、発 電 所 周 辺 市 町

村 の 住 民 は 長 期 に及 ぶ避 難 を 強 いられてい ま す。また 、 放 射 能 汚 染 は自 然 生 態 系 へ も 深 刻

な影 響 を及 ぼし、野 生 鳥 獣 の生 息 地 域 にも変 異 が起 こっています。他 方 、事 故 を契 機 とし、再

生 可 能 エネルギー開 発 は、東 北 各 地 の豊 かな自 然 をむしばむように開 発 が進 められており、か

つてのリゾート開 発 と 同 様 の大 規 模 開 発 計 画 も明 らかになってきま した。 このような 背 景 の 中 、

第 ３６ 回 「 東 北 自 然 保 護 のつどい」 福 島 大 会 において、現 状 を共 有 し、 大 いに議 論 を深 め、 よ

り良 き方 向 に 進 んでいくことを目 指 したいと思 っ ております。どうか多 くの皆 さまの参 加 をお願 い

いたします。

日 時 ：２０１５年 １１月 １４～１５日 （土 ～日 ）

場 所 ：福 島 県 郡 山 市 大 槻 町 字 西 勝 の木 ３８－１「郡 山 温 泉 」 電 話 ０２４－９５１－１２３１

主 な日 程 ： １４日 １３時 開 会

        ・記 念 講 演 「放 射 線 の生 態 系 への影 響 」（仮 題 ）

難 波 謙 二 氏 （福 島 大 環 境 放 射 能 研 究 所 所 長 ）

        ・現 地 報 告 ・各 地 からの報 告 ・夕 食 懇 親 会

１５日 ・各 地 からの報 告 ・全 体 会 議 ・大 会 アピール採 択

       昼 閉 会 （午 後 ：オプションで現 地 観 察 会 、避 難 区 域 視 察 ）

主 催 ：東 北 自 然 保 護 団 体 連 絡 会 「第 36 回 東 北 自 然 保 護 のつどい」福 島 大 会 実 行 委 員 会

参 加 費 ：宿 泊 込 １００００円 。 ＊参 加 希 望 の方 は、事 務 局 へ連 絡 ください。

第 1 回岩木山講座「小白沢（松代）の山野草観察会」報告

15.05 .10（日 ）、今 年 度 第 1 回 岩 木 山 講 座 が、岩 木 山 北 西 部 の小 白 沢 流 域 で開 催 されまし

た。

前 日 夜 から 朝 方 ま で 雷 と 雨 で 天 気 が 心 配 さ れ まし たが 、 集 合 場 所 のミ ズバシ ョ ウ 沼 公 園 駐

車 場 に集 う頃 には小 雨 になり、参 加 者 総 勢 20 名 は、車 4 台 に分 乗 して観 察 地 点 に向 かいま

す。小 白 沢 に着 く頃 には曇 り空 ながらも、運 よく雨 は止 んでくれました。雪 が残 る小 白 沢 左 岸 に

進 み、先 ずは山 野 草 観 察 から始 まります。当 日 は気 温 が低 く（7℃）、残 念 ながらキクザキイチゲ

やスミレサイシン、シラネアオイは花 が開 いていなかったものの、今 回 観 察 のメインの花 、エゾノリ

ュウキ ンカ（ 蝦 夷 立 金 花 ）が 、 残 雪 をバ ックに 皆 さんを出 迎 え て く れま した 。 時 々 陽 射 しがあ り、

黄 色 の 花 が 一 面 に 広 が り ます 。 フ キの 葉 に 似 るこ とから ヤ チブキ の 別 名 を 持 つ キンポ ウ ゲ 科 の
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多 年 草 で、青 森 県 の絶 滅 危 惧 種 に選 ばれています。同 じ湿 地 を好 むミズバショウも咲 き始 め、

純 白 の仏 炎 苞 が目 立 ち、エンレイソウ、オトメエンゴサクなども観 られました。約 400m 東 に進 み、

今 回 一 番 の難 所 である沢 渡 渉 点 に差 し掛 かります。前 日 からの雨 で 流 れが速 く、ザイルを張 り 、

手 をとりながら 1 本 の丸 木 橋 を全 員 無

事 に 通 過 し ま し た 。 左 岸 に 渡 っ て 、 こ

こ か ら は 若 葉 が 萌 え る ブ ナ 林 散 策 の

始 ま り で す。 大 きな ヤマ ナメ クジがブ ナ

の 幹 に 登 り 、 皆 さ ん は 早 速 カ メ ラ で 撮

っていました 。可 愛 い オ オカメノキの 若

葉 も あ ち こ ち に 見 ら れ ま す 。 東 幹 事 の

森 の多 様 性 や虫 の説 明 に皆 さんが聞

き 入 っ て い ま した 。 ブナ からカ ラ マ ツ 林

を 通 過 し 、 や が て 車 道 に 下 っ て 、 そ の

ま ま 白 沢 大 橋 ま で 道 端 の オ ニ グ ル ミ 、

トチ、ホウノキ、ミズナラなど、それぞれ個 性 のある若 芽 を観 察 しながら歩 きます。その頃 は天 気 も

晴 れてきて 観 察 会 は 橋 を渡 りきっ た地 点 で 解 散 の 挨 拶 。 駐 車 地 点 へ 戻 って 各 車 はミズ バシ ョ

ウ 沼 公 園 ま で 走 り 、 随 時 解 散 と し ま した 。 皆 さ んは山 野 草 や 緑 の 森 の 美 しさ に 感 動 してい ま し

た。

花 田 一 雄 記

５月 １０日 、第 一 回 岩 木 山 講 座 「松 代 の山 野 草 観 察 会 」に参 加 した。

前 日 の天 気 予 報 と違 って、集 合 時 間 になっても雨 が止 まず、雨 具 を付 けて松 代 に向 かう。

沢 沿 いの道 なき道 を進 むと、雪 解 けの中 に春 の草 花 が姿 を現 す。雨 は上 がったが、気 温 が低

いせいか、しぼんだ花 が多 い。そんな中 、蕗 のような葉 の上 に黄 色 い花 をつけたエゾノリュウキン

カが咲 いている。初 めて見 るこの花 は、食 用 にもなるそうだが、希 少 植 物 になっているとのこと。

決 して採 らないで、撮 るのは写 真 だけにしたい。

ブナ林 の中 は、土 が軟 らかく下 草 も少 ないので歩 きやすい。阿 部 先 生 や竹 谷 さんから、新 緑

の草 木 の名 前 や葉 のつき方 の違 い、雄 花 と雌 花 の咲 き方 など教 えてもらった。楽 しくためにな

る観 察 会 でした。

佐 藤 文 猛 記

弥生跡地観察会報告

６月 ２１ 日 （ 日 ） １０ 時 より１ ２ 時 まで 、 弥 生 ス キー 場 跡 地 を会 場 に、 弘 前 市 主 催 の「 弥 生 い こ

いの広 場 隣 接 地 利 活 用 に係 る自 然 観 察 会 」 が開 催 されました。子 どもたち７名 とその親 ５名 の

１２名 が参 加 、弘 前 市 からは古 川 勝 公 園 緑 地 課 長 以 下 ５名 の職 員 が参 加 、弥 生 跡 地 が出 来

た経 過 の説 明 と行 動 の諸 注 意 がありました。講 師 は、阿 部 東 、奈 良 岡 弘 治 、松 本 明 男 、石 戸

谷 芳 子 、高 橋 仁 志 、竹 谷 清 光 、齋 藤 真 人 各 氏 。陸 奥 新 報 社 からの取 材 も加 わり、総 勢 ２５名
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程 が早 速 、弥 生 跡 地 にあらかじめ草 を刈 り作 っておいてもらった観 察 ルートに入 りました。

一 行 は 、か ぶ れ る 危 険 のあ る 樹 木 の 説 明 な ど を 受 けな がら 進 み ま す 。ス キ ー 場 造 成 工 事 で

埋 められたものの、自 然 の力 で復 元 した沢 に入 り、ニホンザリガニ探 し。歓 声 を上 げ乍 ら次 々に

１０ 数 匹 のザリガニを捕 まえ ました 。 中 には卵 を 抱 いている個 体 もあり 、じっく りと 観 察 をした 後 、

沢 に放 してやりました。

湿 地 帯 ではトンボとりで大 賑 わい、伐 採 されずに残 った林 に入 り、ひんやりとした温 度 差 を体

感 しました。根 元 のあちこちに１センチほどの穴 があき、木 くずが根 元 に散 らばっている樹 木 にク

ワガタを発 見 。大 きなシロスジカミキリを見 つけた子 はおおはしゃ ぎ。帰 りには、 クリの葉 を食 べて

いるケムシ（クスサン）を観 察 、クワの実 を手 のひらに一 杯 収 穫 し口 を真 っ赤 にして食 べる子 もい

まし た。 最 後 に 元 スキー 場 で 使 ったロ ープ 塔 の 動 輪 の 中 を く ぐってミズキ が 大 き く 成 長 して いる

のを見 て、自 然 のたくましさに驚 きながら、観 察 会 を終 えました。

子 どもたちからはクワガタを見 つけた

の が う れ し か っ た 、 ザ リ ガ ニ を み つ け て

楽 しかったな どの 感 想 が 聞 かれ てい ま

し た 。 子 ど も た ち だ け で な く 、 付 き 添 っ

た 親 た ち も ザ リ ガ ニ を 見 つ け て 歓 声 を

上 げるなど、久 々に触 れる自 然 を大 い

に楽 しんだようです。

市 が 主 催 の 観 察 会 を １ ２ 時 で 終 了

し 、 講 師 陣 ８ 名 は い こ い の 広 場 ハ ウ ス

の 下 に 集 合 、 コ ー プ あ お も り の 土 岐 さ

んが昼 食 の 豚 汁 とおに ぎ りを準 備 して

くださっていました。昼 食 で一 休 み後 、

毎 年 継 続 している、植 物 調 査 、毎 木 調 査 の開 始 です。毎 木 調 査 には、齋 藤 、竹 谷 、阿 部 、奈

良 岡 の 各 氏 が 、 植 物 調 査 には 、 石 戸 谷 、 松 本 、 竹 浪 と ２ 班 に 分 か れ 跡 地 に 入 り ま した 。 毎 木

調 査 は１時 間 ほどで終 了 、植 物 調 査 は２時 間 半 ほどかかり無 事 終 了 できました。

毎 木 調 査 の結 果 、対 象 木 ３０本 の１年 間 の平 均 成 長 が１．８ｃｍだったことがわかりました。植

物 調 査 では今 回 １９８種 の植 物 をチェックできました。

今 回 参 加 されたみなさま、本 当 に一 日 お疲 れ様 でした。                竹 浪 純 記

６/１０岩木山環境保全協議会平成２７年度総会で当会から意

見を提出。回答をいただきました。

岩 木 山 の 環 境 を守 るために 、弘 前 市 が 音 頭 を 取 って協 議 会 が開 催 さ れています 。メンバー

は弘 前 市 、 青 森 県 自 然 保 護 課 、津 軽 森 林 管 理 署 、 岩 木 山 神 社 、㈱ 岩 木 スカイライン 、 日 赤

岩 木 山 パトロール隊 、岩 木 山 観 光 協 会 、そして岩 木 山 を考 える会 です。

今 年 は 以 下 の 諸 点 につ いて 意 見 を 文 書 で 提 出 し 、 意 見 交 換 を し 、 回 答 を 得 たの でお 知 ら
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せします。

１． 入 山 ポスト設 置 の件

入 山 ポストの設 置 については、去 年 の総 会 で当 会 から提 案 し検 討 され、その後 ９～１０月

にかけて 当 会 と 観 光 政 策 課 の間 で 情 報 交 換 をしま した 。 この 経 過 の 中 で 、 当 会 に も 情 報

提 供 を求 められました。

それを受 けた当 会 からの提 案 を以 下 の通 り整 理 して紹 介 します。（詳 細 略 ）

御 嶽 山 の 噴 火 をは じめ 日 本 の 火 山 が 活 動 期 に入 っ た 様 相 を 呈 して いる 現 在 、 入 山 者

の把 握 の重 要 性 はますます高 まっています。入 山 ポストの早 急 な設 置 を希 望 します。

⇒岩 木 山 観 光 協 会 等 の関 係 機 関 と協 議 します。（6/12 観 光 政 策 課 ）

２． 赤 倉 登 山 道 ２６番 観 音 付 近 の登 山 道 崩 落 危 険 回 避 の件

昨 年 ７ / ３ １ に 当 会 が 登 山 道 の す ぐ そ ばの 急 斜 面 が 大 崩 落 し て い る こ とを 確 認 し 、 県 自

然 保 護 課 と 弘 前 市 観 光 政 策 課 に 報 告 し まし た。県 、市 もすぐ 調 査 に入 っていただいた 結

果 、 危 険 と 判 断 さ れ、 赤 倉 神 社 登 山 道 入 口 付 近 に立 て 看 板 を 設 置 し 注 意 を喚 起 すると

共 に 、 現 場 にピ ンクリ ボン と、 黄 色 の 危 険 テ ー プを張 るな ど、 通 行 者 に 危 険 を 喚 起 する 措

置 をしました。しかし１０月 頃 には立 て看 板 に貼 ってあった注 意 書 きはなくなり、危 険 喚 起 の

黄 色 テープもなくなりました。あるのはピンクのリボンだけです。これか ら大 雨 により地 盤 が緩

み登 山 道 まで崩 落 する可 能 性 があります。危 険 喚 起 の看 板 設 置 とテープを張 り巡 らすこと

は必 須 だと考 え ます。

⇒予 算 も限 られており、優 先 順 位 を考 えながら、対 応 していきたいと思 います。 （6/12 観 光

政 策 課 ）（その後 、危 険 を知 らせる看 板 が、各 登 山 口 、避 難 小 屋 等 に張 り出 されました。）

３． 焼 止 、鳳 鳴 小 屋 整 備 の件

去 年 整 備 を提 案 し ましたが、昨 年 度 の 事 業 に はならなかったようです。避 難 小 屋 には県

内 だけでなく県 外 からの登 山 者 が入 ります。岩 木 山 の印 象 を悪 くすることになっているので

はないでしょうか。今 年 は実 施 するのでしょうか。

以 下 、去 年 の提 案 を再 掲 します。

①鳳 鳴 避 難 小 屋 については、入 口 の引 き 戸 の動 きが悪 く、 冬 季 間 は開 閉 が不 能 となりま

す。避 難 小 屋 の役 目 を果 たさないので冬 までには修 復 すべきです。また、ベッドも壊 れて

いるので改 修 すべきです。

②焼 止 避 難 小 屋 については、春 まで軒 が折 れたままになっていましたが改 修 したのでしょう

か。また 、 冬 季 使 用 の ２ 階 入 口 のア ルミド アは 、長 年 使 用 してきたためか 、ヒンジ 部 分 が

緩 くなってきており、氷 が挟 まるなどしてきちんと閉 まらないことがしばしば見 られました。ド

アが開 けっぱなしとなれば、小 屋 その ものが使 用 不 能 となる恐 れもあるため、この際 交 換

が必 要 ではないかと考 えています。小 屋 内 にある備 え 付 けベンチの壊 れ、ベッドの壊 れも

改 修 すべきです。

⇒観 光 政 策 課 長 ：鳳 鳴 小 屋 、焼 止 小 屋 ともに今 年 度 予 算 がついたので修 繕 を進 めたい。

百 沢 登 山 道 に倒 れている標 柱 の修 復 も行 う予 定 。（6/12 観 光 政 策 課 ）
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４． 百 沢 、弥 生 等 、登 山 道 整 備 の件

（１） 去 年 は、弥 生 登 山 道 について刈 り払 いを実 施 してもらえることになりました。ご配 慮 あり

がとうございます。去 年 は、弥 生 登 山 道 について刈 り払 いが実 施 されたわけですが、他 の登

山 道 も含 め、定 期 的 に刈 り払 いをすることが必 要 ではないかと考 え ますが、いかがでしょうか。

また、長 平 登 山 道 は弘 前 市 の管 轄 ではありませんが、やはり同 じ事 が言 え ます。

（２） 去 年 、 流 水 で 道 路 が掘 られてしまっている登 山 道 に対 する効 果 的 な対 策 の必 要 性 に

ついて、議 論 がありました。是 非 、実 現 する方 向 で検 討 をお願 いします。

⇒整 備 する箇 所 を整 理 したうえで、山 岳 遺 産 の助 成 金 （採 用 されれば、次 年 度 の予 算 とし

て使 えます。）も踏 まえて、検 討 を進 めていきます。（6/12 観 光 政 策 課 ）

５． 御 嶽 山 噴 火 に伴 う、危 険 予 防 措 置 について

（１） 避 難 小 屋 に救 急 防 災 用 具 を設 置 したとの情 報 を得 ましたが、どのような備 品 が設 置 さ

れたのか、その利 用 の手 続 き等 はどうなるのか、などを教 えて下 さい。当 会 では、出 発 地 点

に置 いて利 用 してもらうようにするべきではないかという意 見 が出 されていました。

（２） 危 険 な 状 態 が 発 生 した ときに、 どのよ うな行 動 を取 れ ばいいのかな どを 分 かりや す く説

明 をしたリーフレットなどがあれば、啓 蒙 に役 立 つと思 いますがいかがでしょうか。作 成 してい

なければ作 成 してはいかがでしょう。

（３） 岩 木 山 には噴 火 に備 え た観 測 施 設 はあるのでしょうか。あるとすれば、そこで異 常 が 観

測 された場 合 などの情 報 発 信 システムはどうなっているのでしょうか。教 えて下 さい。

⇒市 防 災 安 全 課 の所 管 であり、そこから情 報 をとらないと回 答 できないので、時 間 をいただ

きたいです。現 状 を把 握 したうえで、資 料 をお渡 ししたいと思 います。（6/12 観 光 政 策 課 ）

⇒防 災 安 全 課 からの回 答

Ａ１． 平 成 ２７年 ４ 月 ２８日 ( 火 )に岩 木 山 避 難 小 屋 ３箇 所 （山 頂 休 憩 所 、焼 止 まりヒュッテ、

鳳 鳴 ヒュッテ）へ火 山 灰 対 策 用 品 として，ヘルメット６個 ・ゴーグル６個 ・防 塵 マスク６枚 ・

救 急 箱 及 びタフキャリー（容 器 ）を１セットとして，山 頂 避 難 小 屋 と焼 止 まりヒュッテに２セ

ット，鳳 鳴 ヒュッテに１セット搬 入 しました。

救 急 箱 には，傷 ・骨 折 ・やけどの症 状 ごとに使 用 用 品 を区 分 したパックが入 っており

ます。 使 用 の 手 続 き 等 につ いては必 要 あ りま せ ん。万 が 一 使 用 さ れた 際 には 速 やかに

避 難 小 屋 か防 災 安 全 課 へ返 却 をお願 いいたします。

登 山 はあくまで自 己 責 任 において行 われるものでありますので，自 己 の生 命 を守 るた

めに万 全 の準 備 とルールを守 ることをお願 いいたします。

Ａ２ ． リ ーフレッ トはあり ませんが， 岩 木 山 火 山 ハザードマ ップが 青 森 県 によって 作 成 されて

おり，随 時 希 望 者 に配 布 しておりま す。また，市 のホームページにも岩 木 山 火 山 ハザー

ドマップの掲 載 と入 山 の際 の注 意 事 項 や仙 台 管 区 気 象 台 へのリンクを貼 り付 け，月 単

位 での 火 山 活 動 の 情 報 やカメラ画 像 で 岩 木 山 の 状 況 が 確 認 できるように 情 報 発 信 し

ております。

万 が一 ，危 険 な 状 態 が 発 生 した 際 には， 枯 木 平 から弥 生 北 口 までほぼ 半 円 形 （主



7

要 地 方 道 岩 木 山 環 状 線 に添 うように）で整 備 されている防 災 行 政 無 線 やスカイライン８

合 目 ターミナルのスピーカーを用 いて情 報 伝 達 を行 います。

登 山 中 にいつもと違 う活 発 な噴 気 ・地 鳴 りや地 震 ，何 らかの異 変 を認 めた場 合 には，

市 または警 察 に連 絡 いただき，すみやかに下 山 するなどの避 難 をお願 いいたします。

Ａ ３ ． 岩 木 山 は 噴 火 の 前 兆 を 捉 え て 噴 火 警 報 等 を 適 確 に 発 表 す るため に ， 気 象 庁 仙 台

管 区 気 象 台 火 山 監 視 ・ 情 報 センターでは地 震 計 ・傾 斜 計 ・空 振 計 ・ GPS 観 測 装 置 ・

遠 望 カメラ等 の火 山 観 測 施 設 を整 備 し，火 山 活 動 を 24 時 間 体 制 で常 時 観 測 ・監 視

し てい ま す 。 噴 火 等 の 兆 候 が 見 受 け ら れ た 場 合 には ， 青 森 地 方 気 象 台 か ら 県 な どに

速 やかに通 報 されます。市 では県 からの通 報 又 は要 請 を受 け，その内 容 によって災 害

対 策 本 部 等 を設 置 し ，ただちに防 災 行 政 無 線 や 広 報 車 等 のほか，各 部 や 各 総 合 支

所 を通 じ，住 民 や地 域 の町 会 長 などへの連 絡 や避 難 所 開 設 などの対 応 を行 います。

６． スカイライン路 肩 崩 壊 現 場 修 復 について

現 在 、修 復 工 事 が始 まっているようですが、進 捗 状 況 を教 えて下 さい。

⇒梅 原 寛 (株 )岩 木 スカイライン代 表 取 締 役 ：崩 れている部 分 の上 方 に落 下 しかかっている

石 などがあるため、上 の方 も含 めて危 険 対 策 の工 事 をしている。壁 の修 復 は岩 木 山 ヒルク

ライムレースまでにはめどをつける予 定 。（その後 、修 復 が完 了 しました。）

７． 環 境 保 全 の啓 発 活 動 について

岩 木 山 を訪 れる方 々に、保 護 地 区 でのマナーなど環 境 を保 全 する考 え 方 を身 につけて

もらうためには、やは り子 どもの 頃 からの啓 発 ・ 教 育 が 必 要 で す。 最 近 は 、登 山 口 から子 ど

もたちが登 山 をすることも少 なくなりました。登 山 活 動 を通 じて、山 を大 切 にする思 想 を身 に

つけてもらいたいと思 います。そのために、市 の事 業 の一 つとして、親 子 登 山 教 室 を開 催 し、

親 子 のふれあいと共 に登 山 のマナーと環 境 保 全 の大 切 さを伝 え る機 会 とすることを提 案 し

ます。ガ イド や講 師 が 必 要 になるの で、 当 会 も 協 力 を惜 しみ ません。 山 岳 会 など 岩 木 山 に

関 わる他 団 体 からも協 力 は得 られるのではないでしょうか。

⇒良 い提 案 だと 考 え ております。 既 に 教 育 委 員 会 に 伝 え てあります。 貴 会 に協 力 を賜 る こ

とが出 てきましたら、よろしくお願 いいたします。（6/12 観 光 政 策 課 ）

⇒教 育 委 員 会 の 学 務 健 康 課 からの情 報 だと 、遠 足 等 の 行 先 は 各 学 校 に 任 せてお りま す

が、岩 木 山 は危 険 を伴 う場 合 もあることもお伝 えしなければいけない、とのことでした。（6/12

観 光 政 策 課 ）

８． 死 亡 事 故 について

去 年 の１１/２９に行 方 不 明 になった方 が、５/１４に岩 木 山 頂 上 から東 側 に２００ｍ 下 がっ

たあたりで遺 体 で発 見 されたとの報 道 がありま した。今 後 の遭 難 対 策 上 、事 故 の詳 細 につ

いて差 し支 えない範 囲 でお知 らせ下 さい。

⇒略

以 上



8

ゴマシジミ発生地（ミズバショウ沼）の刈り払い

7 月 7 日 （参 加 者 ：竹 谷 、花 田 、齋 藤 、竹 浪 、阿 部 ）

8 月 16 日 確 認 調 査 （阿 部 ）

竹 谷 さんの草 刈 機 のエンジンがうなり、やがて竹 浪 さんのそれも加 わった。他 の 3 人 は鎌 で手

刈 りをした。今 年 は弘 前 市 公 園 緑 地 課 の古 川 課 長 さんと山 本 係 長 さんのご指 導 により、青 森

県 スポーツ振 興 課 の許 可 を得 、伸 びだした灌 木 も伐 採 してみることにした。背 丈 以 上 に伸 びた

灌 木 を 2 か所 根 元 から伐 った。イヌエンジュ、ミズナラ、ヌルデ、ノバラなどである。8 月 15 日 に

確 認 調 査 をし、その結 果 を記 録 する。

ススキ刈 りをしていない所 は、背 丈 に近 いススキがびっしり生 えている（写 真 1、星 印 ）。

ススキ刈 りをして 2 年 以 上 経 た所 （写 真 ２、右 下 の星 印 ）と刈 られなかったところ（写 真 ２の左

上 ）。

8 月 16 日 にはゴマシジミが羽 化 し始 めていて５♂を目 撃 した（写 真 ３）が羽 化 直 後 、羽 根 がま

だ軟 らかく飛 べなかった。

ヌルデを伐 った跡 とミズナラを伐 った跡 は、草 が成 長 して切 り株 も見 えない（写 真 ４星 印 ）。

これまで何 年 か続 けて刈 った所 では、ゴマシジミの幼 虫 が食 べる餌 のナガホシロワレモコウが

すでに花 穂 （矢 印 ）をつけていた。ゴマシジミはこの花 蕾 に産 卵 する。

今 年 もゴマシジミは絶 滅 することなく発 生 していて安 心 した。

阿 部 東 記

写１ ススキを刈っていない所 星印

写 2 ススキを刈った所 星 印
上の刈っていない所 と比 較

写 ３ 羽 化したばかりの
ゴマシジミ（まだ飛べない）

写 ４ 灌 木を伐った所 星 印

写

５

花

穂

を
つ
け
た

ナ
ガ
ホ
シ
ロ
ワ
レ
モ
コ
ウ

（
長

穂

白

）
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長平湿原の調査報告

日時 7 月 12 日（日） 8：40～14：40

参加者 11 名（当会幹事 4 名、ウォッチング青森他より 7 名）

コース・日程 石神神社近くまで車で。長平コース登山道の湿原近くの「ほこら」から「上の沼」へ降りて調査

を約１時間 20 分行う。

・今回は植物の領域を深めているウォッチング青森他

の参加者が 7 名ありました。登山道沿いの対象も適時

ルーペで観察・記録。必要な対象は資料として採取・

調査へ。観察の姿勢を学ぶ機会となりました。

・湿原で観察できた花は、モウセンゴケ、トキソウ、ネバ

リノギラン、サギスゲ、クロバナロウゲ、コバノギボウシな

ど。

・登山道沿いでは、マイヅルソウ（スキー場では「実」、

高地では「花」）、ユキザサ、タニギキョウ、エゾノチャルメラソウ、ヤグルマソウ、オオヤマオダマキ、ヨツバヒヨド

リ、ズダヤクシュ、クモマニガナ、ハリブキなど。

・「上の沼」のへりに小熊らしい足跡があった。その側は 2 か所、植物の盗掘の跡が見られた。

藤原裕貴子 記

残念！岩木山唯一のアオモリトドマツが枯死

岩 木 山 に唯 一 残 され 、岩 木 山 スカイライン８合 目 に残 存 していたアオモリトドマツが枯 死 して

いることが判 明 し ました 。６ 月 上 旬 から 当 会 会 員 複 数 名 より、 枯 死 しているの ではないかとの情

報 が入 り、７月 ９日 に当 会 阿 部 東 幹 事 をはじめ５名 で調 査 に行 きました。その結 果 、写 真 のよう

に枯 死 しているとの判 断 に至 りました。

岩 木 山 のアオモリトドマツについては、日

本 海 側 の高 峰 に生 育 している例 としては希

有 なものであるために、当 会 としても、関 係

行 政 機 関 に保 護 対 策 をお願 いしてきた経

緯 があります。特 に生 育 場 所 が春 の除 雪 に

際 しての雪 捨 て場 にあたるところから、配 慮

をお願 いしてきました。そ れにもかかわらず、

枯 死 に至 ったことは 甚 だ残 念 ですが、これ

も自 然 の推 移 の結 果 であろう、やむを得 な

いと、幹 事 一 同 話 し合 って います。この件

に関 して陸 奥 新 報 が７月 １０日 付 で記 事 にしてくれました。                                    

竹 浪 純 記
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＊会員の皆さんへお願い＊

岩木山に関する情報やこういう事を会員皆と共有したいと言った希望がありましたら、事務局までご一

報下さい。会報は会員の皆さんの交流の場です。また、寄稿なども大歓迎です。

※編集後記

夏も終盤、急に気温も低下し秋の空気が漂ってきました。今年は我が家のりんごだけでなく全国的に大

玉で大豊作となりそうです。りんごの価格が下がって豊作貧乏になるかどうか気になるところです。他方、ア

ベノミクスの円安誘導によってりんごの販売環境はここのところかなり良くなっています。円安は輸出には有

利になり、逆に競合する外国産のりんごやその他果実の値上がりによって国産のりんごの販売は有利になり

ます。この水準であればもし TPP で輸入果実の関税がゼロになってもなんとかなるかもしれません。とまあ、り

んご農家にとってアベノミクスは悪くないのでしょうがその分のツケは消費者が払わされています。物価上昇

に所得の上昇が追い付いていません。額面上の収入が増えたと喜んではいけないわけです。アベノミクスの

ように小手先の操作で見かけの好景気を装ってもいずれ嘘はばれます。それに中国の景気減速は日本の

景気も直撃しています。株式市場に流れ込んだ年金の損失はいったいいくらになったでしょうか？

実体のない数字に一喜一憂する社会。自然に囲まれて生活しているとそれらの実体のない世界がよりくっ

きり見える気がします。何が起こっても僕らは自然に生かされている事実に変わりはないのです。本物の価

値は自然が教えてくれます。それを見極めればどんなに景気が悪くなっても何も怖いものなどないと思って

いる今日この頃です。

小倉慎吾 記

会 報 「岩 木 山 を考 える」第 67 号 （ 2015 年 8 月 28 日 ）発 行 ／岩 木 山 を考 える会

副 会 長 （会 長 代 行 ） 小 堀 英 憲
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